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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームに対して開閉される開閉部材と、
　前記開閉部材をフレームに閉じた際、両者の間で紙葉類が挿入可能となるように形成さ
れる挿入口と、
　前記挿入口に設置され、挿入口の厚さ方向に沿う縦枠片と挿入口の横方向に沿う横枠片
とが一体形成された枠部材と、
を有し、
　前記枠部材は、前記挿入口から挿入される紙葉類を下流へ案内する案内通路を備えてお
り、前記挿入口の紙葉類厚み方向の高さは、前記案内通路の紙葉類厚み方向の高さより高
く形成され、
　前記案内通路の下流側に、紙葉類の浮き上がりを防止する天板が形成され、紙葉類の搬
送方向の傾きを補正するスキュー補正用の可動片が設置されており、
　前記案内通路の紙葉類厚み方向の高さは、前記可動片の表面と天板とで形成される紙葉
類搬送路の紙葉類厚み方向の高さより低く形成されていることを特徴とする紙葉類処理装
置。
【請求項２】
　前記案内通路の紙葉類厚み方向の高さは、紙幣搬送方向に向けて次第に低くなるように
形成されていることを特徴とする請求項１に記載の紙葉類処理装置。
【請求項３】
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　前記枠部材は、前記紙葉類の挿入方向に対して直交する方向で固定されることを特徴と
する請求項１または請求項２に記載の紙葉類処理装置。
【請求項４】
　前記枠部材は、端部に移行するに従い、次第に薄肉厚化されていることを特徴とする請
求項１から３のいずれか１項に記載の紙葉類処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入口に挿入された紙幣、カード、クーポン券等（以下、これらを紙葉類と
総称する）を処理する紙葉類処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、紙葉類処理装置の一態様である紙幣処理装置は、利用者によって紙幣挿入口
から挿入された紙幣の真贋を判定し、真正と判定された紙幣価値に応じて、各種の商品や
サービスを提供するサービス機器、例えば遊技場に設置されている遊技媒体貸出機、或い
は、公共の場に設置されている自動販売機や券売機等に組み込まれている。このような紙
幣処理装置は、紙幣が挿入される紙幣挿入口と、紙幣挿入口に挿入された紙幣を搬送する
紙幣搬送路と、搬送される紙幣の有効性を判定（真贋判定とも称する）する紙幣識別部と
を備えている。
【０００３】
　通常、上記したような紙幣処理装置は、例えば特許文献１に見られるように、フレーム
に対して開閉部材を開閉可能に設置しておき、フレームの表面と開閉部材の裏面との間で
紙幣を搬送する紙幣搬送路を形成するようになっており、実際に紙幣を搬送する搬送部材
（搬送ローラやベルト等）は、この紙幣搬送路に臨むように設置されている。
【０００４】
　上記した構成において、紙幣を挿入する紙幣挿入口は、紙幣搬送路に紙幣を案内するよ
うになっており、その第１図に示すように、紙幣搬送面を有するフレームの両側に、直角
となる起立部を形成し、起立部間にプレートを設置してフレームに重ねることで、フレー
ムの表面とプレートの裏面との間で紙幣挿入口、及び紙幣搬送路を形成するようになって
いる。
【特許文献１】実開昭６３－８９１８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記した特許文献１に開示されている紙幣処理装置では、紙幣を紙幣挿入口に挿入する
際、フレームの両サイドに形成される起立部と、起立部間に設置されるプレートとの間の
隙間に紙幣が挟まる可能性があり、紙幣を挿入し難いという問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記した事情に着目してなされたものであり、挿入口に対して紙幣のような
紙葉類の挿入が容易となる紙葉類処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記した目的を達成するために、請求項１に係る発明は、フレームに対して開閉される
開閉部材と、前記開閉部材をフレームに閉じた際、両者の間で紙葉類が挿入可能となるよ
うに形成される挿入口と、前記挿入口に設置され、挿入口の厚さ方向に沿う縦枠片と挿入
口の横方向に沿う横枠片とが一体形成された枠部材と、を有し、前記枠部材は、前記挿入
口から挿入される紙葉類を下流へ案内する案内通路を備えており、前記挿入口の紙葉類厚
み方向の高さは、前記案内通路の紙葉類厚み方向の高さより高く形成され、前記案内通路
の下流側に、紙葉類の浮き上がりを防止する天板が形成され、紙葉類の搬送方向の傾きを
補正するスキュー補正用の可動片が設置されており、前記案内通路の紙葉類厚み方向の高



(3) JP 5209977 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

さは、前記可動片の表面と天板とで形成される紙葉類搬送路の紙葉類厚み方向の高さより
低く形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　上記した構成の紙葉類処理装置によれば、挿入口に設置された枠部材によって、フレー
ムと開閉部材との間に隙間が生じないようにすることが可能となり、紙葉類を挿入する際
の挿入口の引っ掛かりが防止されて、挿入口への紙葉類の挿入が容易となる。また、上記
した構成の紙葉類処理装置によれば、枠部材に紙葉類を案内する際、挿入口の紙葉類厚み
方向の高さが高く設定されていることから、挿入口への紙葉類の挿入が容易に行えるよう
になる。更に、上記した構成の紙葉類処理装置によれば、枠部材の案内通路の高さは、ス
キュー補正用の可動片における紙葉類搬送路の高さより低く設定されていることから、紙
葉類を、枠部材の案内通路から確実にスキュー補正用の可動片の天板と表面との間に案内
することが可能となる。
【０００９】
　また、請求項２に係る発明においては、前記案内通路の紙葉類厚み方向の高さは、紙幣
搬送方向に向けて次第に低くなるように形成されていることを特徴とする。
請求項２に係る紙葉類処理装置によれば、紙葉類は、枠部材の案内通路において、次第に
押さえ付けられるように案内され、その後、可動片に案内されるため、紙葉類が可動片の
天板部分に当たることがなくなって、より確実に紙葉類を可動片に案内することが可能と
なる。
　また、請求項３に係る発明においては、前記枠部材は、前記紙葉類の挿入方向に対して
直交する方向で固定されることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に係る紙葉類処理装置によれば、枠部材は、紙葉類の挿入方向に対して直交す
る方向で固定されているため、紙葉類の挿入によって、挿入方向にずれることが防止され
る。
【００１１】
　また、請求項４に係る発明においては、前記枠部材は、端部に移行するに従い、次第に
薄肉厚化されていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４に係る紙葉類処理装置によれば、紙葉類が枠部材を通過する際に、薄肉厚化さ
れる部分を移動して行くため、紙葉類をスムーズに案内することが可能となる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、挿入口に対して紙幣のような紙葉類の挿入が容易となる紙葉類処理装
置が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図面を参照しながら、本発明の一実施形態について説明する。
【００２１】
　図１から図６は、本発明に係る紙葉類処理装置を紙幣処理装置に適用した実施形態を示
す図であり、図１は、全体構成を示す斜視図、図２は、開閉部材を装置本体の本体フレー
ムに対して開いた状態を示す斜視図、図３は、挿入口から挿入される紙幣の搬送経路を概
略的に示した右側面図、図４は、開閉部材を装置本体から取り外した状態を示す右側面図
、図５は、紙幣搬送機構を駆動するための駆動源及び駆動力伝達機構の概略構成を示す左
側面図、そして、図６は、紙幣収容部に配設される押圧板を駆動するための動力伝達機構
の概略構成を示す図である。
【００２２】
　最初に、これらの図を参照して、紙幣処理装置の全体構成について説明する。
【００２３】
　本実施形態の紙幣処理装置１は、例えば、スロットマシン等の各種の遊技機に組み込み
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可能に構成されており、装置本体２と、この装置本体２に設けられ、多数の紙幣を積層、
収容することが可能な紙幣収容部（紙幣収容スタッカ；金庫）１００とを備えている。こ
の場合、紙幣収容部１００は、装置本体２に対して着脱可能であっても良く、例えば、図
示されていないロック機構が解除された状態で、前面に設けられた取っ手１０１を引くこ
とで、装置本体２から取り外すことが可能となっている。
【００２４】
　前記装置本体２は、図２、図４及び図５に示すように、本体フレーム２Ａと、本体フレ
ーム２Ａに対して一端部を回動中心として開閉されるように構成された開閉部材２Ｂとを
有している。開閉部材２Ｂは、後端側に設けられた支軸２ａを中心にして、本体フレーム
２Ａに対して回動可能に設置されている。
【００２５】
　開閉部材２Ｂの前端領域には、後述するロック機構６０が設置されており、その構成部
材である操作片６１を、図１の手前側に引上げるように操作することで、ロック機構６０
を解除し、開閉部材２Ｂは、本体フレーム２Ａに対して開放できるよう構成されている。
【００２６】
　また、前記本体フレーム２Ａ及び開閉部材２Ｂは、図３及び図４に示すように、開閉部
材２Ｂを本体フレーム２Ａに対して閉じた際、両者の対向部分である開閉部材２Ｂの下面
と本体フレーム２Ａの表面との間に紙幣が搬送される隙間（紙幣搬送路）３が形成される
と共に、両者の前面露出側に、前記紙幣搬送路３に一致するようにして、紙幣挿入口５が
形成されるよう構成されている。なお、前記紙幣挿入口５は、紙幣の短い辺側から装置本
体２の内部に挿入できるようにスリット状の開口となっている。
【００２７】
　前記装置本体２内には、前記紙幣搬送路３に沿って、紙幣を搬送する紙幣搬送機構６と
、紙幣挿入口５に挿入された紙幣を検知する挿入検知センサ７と、挿入検知センサ７の下
流側に設置され、搬送状態にある紙幣の情報を読取る紙幣読取手段８と、この紙幣読取手
段８に対して、紙幣を正確に位置決めして搬送するスキュー補正機構１０と、紙幣がスキ
ュー補正機構を構成する一対の可動片を通過したことを検知する可動片通過検知センサ１
２と、紙幣が紙幣収容部１００に排出されたことを検知する排出検知センサ１８とが設け
られている。
【００２８】
　以下、上記した各構成部材について、詳細に説明する。　
　前記紙幣搬送路３は、紙幣挿入口５から奥側に向けて延出しており、第１搬送路３Ａと
、前記第１搬送路３Ａから下流側に向けて延出し、第１搬送路３Ａに対して所定角度、下
方側に向けて傾斜した第２搬送路３Ｂとを備えている。この第２搬送路３Ｂの下流側は、
鉛直方向に向けて屈曲しており、その下流側端部には、紙幣収容部１００に紙幣を排出す
る排出口３ａが形成され、ここから排出される紙幣は、鉛直方向に向けて、紙幣収容部１
００の導入口（受入口）１０３に送り込まれる。
【００２９】
　また、前記第２搬送路３Ｂには、紙幣挿入口５側に向けての紙幣の搬送を阻止するシャ
ッタ部材１７０が設置されている。このシャッタ部材１７０は、紙幣が紙幣収容部側に向
けて移動する際に第２搬送路３Ｂを開放するように回動し、不正行為等により、紙幣収容
部１００に収容されている紙幣を逆向きに引き抜く際、第２搬送路３Ｂを閉鎖して回動で
きないように開閉部材２Ｂに支持されている。
【００３０】
　前記紙幣搬送機構６は、紙幣挿入口５から挿入された紙幣を挿入方向に沿って搬送可能
にすると共に、挿入状態にある紙幣を紙幣挿入口５に向けて差し戻し搬送可能とする機構
である。この紙幣搬送機構６は、装置本体２内に設置された駆動源であるモータ１３と、
このモータ１３によって回転駆動され、紙幣搬送路３に紙幣搬送方向に沿って所定間隔お
いて配設される搬送ローラ対（１４Ａ，１４Ｂ）、（１５Ａ，１５Ｂ）、（１６Ａ，１６
Ｂ）、及び（１７Ａ，１７Ｂ）を備えている。
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【００３１】
　前記搬送ローラ対は、紙幣搬送路３に一部が露出するように設置されており、いずれも
紙幣搬送路３の下側に設置される搬送ローラ１４Ｂ，１５Ｂ，１６Ｂ及び１７Ｂがモータ
１３によって駆動されるローラとなっており、上側に設置される搬送ローラ１４Ａ，１５
Ａ，１６Ａ及び１７Ａが、これらのローラに対して従動するピンチローラとなっている。
なお、紙幣挿入口５から挿入された紙幣を最初に挟持して奥側に搬送する搬送ローラ対（
１４Ａ，１４Ｂ）は、図２に示すように、紙幣搬送路３の中心位置に１箇所設置されてお
り、その下流側に順次配置される搬送ローラ対（１５Ａ，１５Ｂ）、（１６Ａ，１６Ｂ）
、及び（１７Ａ，１７Ｂ）については、紙幣搬送路３の幅方向に沿って、所定間隔をおい
て２箇所設置されている。
【００３２】
　また、上記した紙幣挿入口５の近傍に配置される搬送ローラ対（１４Ａ，１４Ｂ）につ
いては、通常は、上側の搬送ローラ１４Ａが下側の搬送ローラ１４Ｂから離間した状態と
なっており、紙幣の挿入が挿入検知センサ７によって検知されると、上側の搬送ローラ１
４Ａが下側の搬送ローラ１４Ｂに向けて駆動され、挿入された紙幣を挟持するようになっ
ている。
【００３３】
　前記上側の搬送ローラ１４Ａについては、下側の搬送ローラ１４Ｂに対して、当接／離
間するように駆動制御される。具体的には、前記スキュー補正機構１０によって、挿入さ
れた紙幣の傾きを無くし紙幣読取手段８に対して位置合わせする処理（スキュー補正処理
）が行われる際には、上側の搬送ローラ１４Ａは、下側の搬送ローラ１４Ｂから離間して
紙幣に対する負荷を解除し、スキュー補正処理が終了すると、再び、上側の搬送ローラ１
４Ａが下側の搬送ローラ１４Ｂに向けて駆動され、紙幣を挟持する。スキュー補正機構１
０は、スキューの補正を果たす左右一対の可動片１０Ａ（片側のみ図示）を備えており、
スキュー補正機構用のモータ４０を駆動することでスキューの補正処理が成される。
【００３４】
　上記した紙幣搬送路３の下側に設置される搬送ローラ１４Ｂ，１５Ｂ，１６Ｂ及び１７
Ｂは、図５に示すように、モータ１３、及び各搬送ローラの駆動軸の端部に設置されるプ
ーリ１４Ｃ，１５Ｃ，１６Ｃ及び１７Ｃを介して回転駆動される。すなわち、モータ１３
の出力軸には、駆動プーリ１３Ａが設置されており、上記した各搬送ローラの駆動軸の端
部に設置されるプーリ１４Ｃ，１５Ｃ，１６Ｃ及び１７Ｃには、駆動プーリ１３Ａとの間
で駆動ベルト１３Ｂが巻回されている。なお、駆動ベルト１３Ｂには、適所にテンション
プーリが係合しており、弛みを防止している。
【００３５】
　上記した構成により、モータ１３が正転駆動されると、前記搬送ローラ１４Ｂ，１５Ｂ
，１６Ｂ及び１７Ｂは同期して正転駆動され、紙幣を挿入方向に向けて搬送し、モータ１
３が逆転駆動されると、前記搬送ローラ１４Ｂ，１５Ｂ，１６Ｂ及び１７Ｂは同期して逆
転駆動され、紙幣を紙幣挿入口５側に向けて搬送する。
【００３６】
　前記挿入検知センサ７は、紙幣挿入口５に挿入された紙幣を検知した際に検知信号を発
生するものであり、この検知信号が発せられると、モータ１３が正転駆動され、紙幣を挿
入方向に向けて搬送する。本実施形態の挿入検知センサ７は、搬送ローラ対（１４Ａ，１
４Ｂ）と、スキュー補正機構１０との間に設置されており、光学式のセンサ、例えば、回
帰反射型フォトセンサによって構成されているが、それ以外にも、機械式のセンサによっ
て構成されていても良い。
【００３７】
　また、前記可動片通過検知センサ１２は、紙幣の先端が、前記スキュー補正機構１０を
構成する左右一対の可動片１０Ａを通過したことを検知した際に検知信号を発生するもの
であり、この検知信号が発せられると、モータ１３の駆動が停止され、スキュー補正処理
が成される。本実施形態の可動片検知センサ１２は、前記紙幣読取手段８の上流側に設置
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されており、前記挿入検知センサと同様、光学式のセンサや機械式のセンサによって構成
される。
【００３８】
　また、前記排出検知センサ１８は、通過する紙幣の後端を検知して、紙幣が紙幣収容部
１００に排出されたことを検知するものであり、第２搬送路３Ｂの下流側において、紙幣
収容部１００の受入口１０３の直前に配設されている。排出検知センサ１８から検知信号
が発せられると、モータ１３の駆動が停止され、紙幣の搬送処理が終了する。この排出検
知センサ１８についても、前記挿入検知センサと同様、光学式のセンサや機械式のセンサ
によって構成される。
【００３９】
　前記紙幣読取手段８は、スキュー補正機構１０によってスキュー補正された状態（正確
に位置決めされた状態）で搬送される紙幣について、その紙幣情報を読取り、その有効性
（真贋）を判定する。具体的には、例えば、搬送される紙幣の両面側から光を照射し、そ
の透過光と反射光を受光素子で検知することで紙幣の読取を行うラインセンサによって構
成することができる。図においては、ラインセンサが示されており、このラインセンサで
読取った光信号は光電変換され、予め格納されている真券のデータと比較照合することで
、搬送される紙幣の真贋を識別する。
【００４０】
　前記紙幣を収容する紙幣収容部１００は、装置本体２に対して着脱可能に構成され、上
記した紙幣読取手段８で真性と識別された紙幣を順次、積層、収容する。
【００４１】
　図３、図５及び図６に示すように、紙幣収容部１００を構成する本体フレーム１００Ａ
は、略直方体形状に構成されており、その前壁１０２ａの内側には、付勢手段（付勢バネ
）１０６の一端が取り付けられ、その他端には、上記した受入口１０３を介して送り込ま
れる紙幣を順次、積層する載置プレート１０５が設けられている。このため、載置プレー
ト１０５は、前記付勢手段１０６を介して、後述する押圧板１１５側に向けて付勢された
状態になっている。
【００４２】
　本体フレーム１００Ａ内には、受入口１０３に連続するように、落下する紙幣をそのま
ま待機、保持させる押圧待機部１０８が設けられている。押圧待機部１０８の載置プレー
ト側の両サイドには、鉛直方向に延出して一対の規制部材１１０が配置されている。この
一対の規制部材１１０の間には、載置プレート１０５上に紙幣が順次、積層されるに際し
て、押圧板１１５が通過するように、開口部が形成されている。
【００４３】
　また、本体フレーム１００Ａ内の両サイド壁には、載置プレート１０５が付勢手段１０
６によって押圧された際、載置プレートが当て付くように、突出壁が形成されている。こ
の突出壁は、載置プレート１０５上に紙幣が順次、積層されて、前記付勢手段１０６によ
って載置プレートが付勢された際、最上の紙幣の両サイドを当て付け、積層される紙幣を
安定して保持する役目を果たす。
【００４４】
　さらに、本体フレーム１００Ａ内には、受入口１０３から押圧待機部１０８に落下した
紙幣を載置プレート１０５に向けて押圧する押圧板１１５が配設されている。この押圧板
１１５は、前記一対の規制部材１１０の間に形成された開口部を往復移動できる程度の大
きさに構成されており、この開口部内に入り込んで、紙幣を載置プレート１０５に押し付
ける位置（押圧位置）と、前記押圧待機部１０８を開放する位置（初期位置）との間で往
復駆動される。この場合、押圧板１１５の押し込み動作によって、紙幣は撓みながら開口
部を通過して、載置プレート１０５上に載置される。
【００４５】
　前記押圧板１１５は、本体フレーム１００Ａ内に配設される押圧板駆動機構１２０を介
して、上記したように往復駆動される。押圧板駆動機構１２０は、押圧板１１５を図３及
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び図６の矢印Ａ方向に往復移動可能となるように、両端が押圧板１１５に軸支された一対
のリンク部材１１５ａ，１１５ｂを備えており、これらのリンク部材１１５ａ，１１５ｂ
はＸ字状に連結され、それぞれの反対側の端部は、垂直方向（矢印Ｂ方向）に移動可能に
設置された可動部材１２２に軸支されている。この可動部材１２２には、ラックが形成さ
れており、このラックには、押圧板駆動機構１２０を構成するピニオンが噛合している。
【００４６】
　このピニオンには、図６に示すように、押圧板駆動機構１２０を構成する収容部側ギヤ
トレイン１２４が連結されている。この場合、本実施形態においては、上述した装置本体
２内に、駆動源（モータ２０）と、このモータ２０に順次噛合する本体側ギヤトレイン２
１が配設されており、紙幣収容部１００を装置本体２に装着すると、本体側ギヤトレイン
２１が収容部側ギヤトレイン１２４に連結するようになっている。すなわち、収容部側ギ
ヤトレイン１２４は、ピニオンと同軸上に配設されるギヤ１２４Ｂ、及びこれに順次噛合
するギヤ１２４Ｃ，１２４Ｄを備えており、紙幣収容部１００を装置本体２のフレーム２
Ａに対して着脱する際、ギヤ１２４Ｄが、本体側ギヤトレイン２１の最終ギヤ２１Ａと噛
合、離間するよう構成されている。
【００４７】
　この結果、上記した押圧板１１５は、装置本体２に設けられたモータ２０が回転駆動さ
れることで、本体側ギヤトレイン２１、及び押圧板駆動機構１２０（収容部側ギヤトレイ
ン１２４、可動部材１２２に形成されるラック、及びリンク部材１１５ａ，１１５ｂ等）
を介して、矢印Ａ方向に往復駆動される。
【００４８】
　また、本体フレーム１００Ａには、前記受入口１０３から搬入される紙幣に対して接触
可能な搬送部材１５０が設置されている。この搬送部材１５０は、搬入される紙幣に接触
して、安定して紙幣を押圧待機部１０８の適正位置（押圧板１１５で紙幣を押圧した際、
紙幣が左右に片寄ることなく、安定して押圧できる位置）に案内する役目を果たす。本実
施形態では、この搬送部材は、押圧待機部１０８に臨むように設置されたベルト状の部材
（以下、ベルト１５０とする）によって構成されている。
【００４９】
　この場合、ベルト１５０は、紙幣に対して搬入方向に沿って延在するように設置されて
おり、搬入方向の両端部に回転可能に支持された一対のプーリ１５０Ａ，１５０Ｂに巻回
されている。また、ベルト１５０は、受入口１０３の領域に回転可能に支持された軸方向
に延出する搬送ローラ１５０Ｃと当接しており、受入口１０３に搬入された紙幣を挟持し
て、紙幣をそのまま押圧待機部１０８に案内するようにしている。さらに、本実施形態で
は、前記ベルト１５０は、紙幣の両サイドの表面に接触可能となるように、上記した押圧
板１１５を挟むようにして左右一対設けられている。なお、ベルト１５０は、両端におけ
るプーリ１５０Ａ，１５０Ｂの巻回以外に、中間位置でテンションプーリを当て付け、弛
みを防止するようにしても良い。
【００５０】
　前記一対のベルト１５０は、装置本体２内に設置される上述した複数の搬送ローラを駆
動するモータ１３によって駆動されるようになっている。具体的には、図５に示すように
、モータ１３によって駆動される上述した駆動ベルト１３Ｂは、駆動力伝達用のプーリ１
３Ｄに巻回されており、このプーリ１３Ｄに順次設置される動力伝達用のギヤトレイン１
３Ｅには、受入口１０３側に回転可能に支持されているプーリ１５０Ａの支軸の端部に設
置されたギヤトレイン１５３が噛合するようになっている。すなわち、紙幣収容部１００
が装置本体２に装着された際、ギヤトレイン１３Ｅの最終ギヤには、ギヤトレイン１５３
の入力ギヤが噛合するようになっており、一対のベルト１５０は、モータ１３の回転駆動
により、上述した紙幣搬送用の搬送ローラ１４Ｂ，１５Ｂ，１６Ｂ，１７Ｂと一体的に回
転駆動されるようになっている。
【００５１】
　上述したように、紙幣が紙幣挿入口５を介して内部に挿入されると、紙幣は、上記した
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紙幣搬送機構６によって、紙幣搬送路３内を移動（紙幣収容部１００側に向けての移動、
或いは、真贋識別処理で真正と識別されなかった場合等、紙幣挿入口５側に向けての移動
）して行く。
【００５２】
　上記した紙幣挿入口５には、紙幣を挿入する際、挿入口領域において詰まったり、引っ
掛かったりすることなく、挿入操作が容易に行える枠部材７０が設置されている。以下、
この枠部材７０の構成について、図７から図１１を参照しながら説明する。なお、これら
の図において、図７は、紙幣挿入口に設置される枠部材の装着方法を示す斜視図、図８は
、枠部材の構成を示す斜視図、図９は、枠部材の構成、及び枠部材とスキュー補正機構の
可動片の関係を示す側面図、図１０は、枠部材を装着した状態と、開閉部材のロック機構
の構成を示す斜視図、そして、図１１は、枠部材とスキュー補正機構の可動片の関係を示
す斜視図である。
【００５３】
　枠部材７０は、本体フレーム２Ａの両サイド、詳細には、図７に示すように、開閉部材
２Ｂを本体フレーム２Ｂに閉じた際に形成される紙幣挿入口５の両サイドに設置され、設
置状態において、枠部材の前端縁が紙幣挿入口５の開口と一致するようになっている。枠
部材７０は、図８及び図９に示すように、紙幣挿入口５の厚さ方向に沿うように形成され
た縦枠片７１と、縦枠片７１の下側において、紙幣挿入口５の横方向（幅方向）に沿うよ
うに形成された横枠片７２とを備えており、これらは、樹脂や金属等の材料によって一体
形成されている。
【００５４】
　前記縦枠片７１には、紙幣搬入方向に沿って、一対の係止突起７３，７３が一体形成さ
れており、これらの係止突起７３，７３は、本体フレーム２Ａの側壁２Ｄに形成された一
対の凹部２ｃ，２ｃ（図１１参照）に対して、紙幣搬送方向に対して直交する方向（図７
の矢印方向）から嵌合される。また、縦枠片７１には、その略中央領域に、固定孔７４が
形成されており、前記係止突起７３と凹部２ｃに位置合わせして枠部材７０を本体フレー
ム２Ａに紙幣搬送方向に対して直交する方向から装着した後、外部から固定部材（係止ピ
ン６８）を挿入することで、枠部材７０は、本体フレーム２Ａに対して固定される。
【００５５】
　このように、枠部材７０を、紙幣の挿入方向に対して直交する方向で固定することで、
紙幣の挿入によって、枠部材７０が挿入方向にずれることが防止される。
【００５６】
　なお、上記した枠部材７０を本体フレーム２Ａに対して固定するのに用いられる係止ピ
ン６８は、本実施形態では、開閉部材２Ｂを本体フレーム２Ａに対してロックするロック
機構６０（図１，図１０参照）としての機能を兼ね備えている。すなわち、紙幣挿入口５
の両サイドに設置される枠部材７０の固定用の係止ピン６８は、その軸方向長さが、枠部
材７０に対して挿入した際、本体フレーム２Ａの側壁２Ｄから内側に突出する長さとなっ
ている。一方、前記ロック機構６０は、開閉部材２Ｂに対して回動可能に支持されたシャ
フト６２を備えており、このシャフト６２の中央領域には、前記操作片６１が設置されて
いる。この操作片６１は、シャフト６２に装着される回動付勢バネ（図示せず）によって
、常時、図１０の矢印方向に回動するように付勢されており、これによりシャフト６２に
設けられたロック片６５の係止凹部６５ａを、常時、係止ピン６８に係合させるように付
勢している。これにより、回動付勢バネの付勢力に抗して、操作片６１を持ち上げる方向
に回動操作すると、ロック片６５の係止凹部６５ａは、係止ピン６８から外れ、開閉部材
２Ｂと本体フレーム２Ａとのロック状態を解除して、開閉部材２Ｂを開放することが可能
となる。なお、開閉部材２Ｂを本体フレーム２Ａに閉じると、シャフト６２に設けられた
ロック片６５の係止凹部６５ａは、回動付勢バネの付勢力に抗しながら係止ピン６８と係
合し、開閉部材２Ｂは、本体フレーム２Ａに対してロックされた状態となる。
【００５７】
　このように、枠部材７０を本体フレーム２Ａに対して固定する固定用の係止ピン６８に
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、ロック機構６０としての機能を持たせることで、部品の共用化が図れ、部品点数を削減
して、コストを低減することが可能となる。
【００５８】
　また、前記横枠片７２は、紙幣挿入口５の横方向（幅方向）に沿って所定の長さ（挿入
される紙幣の側部領域に対応する長さ）有しており、紙幣が差し込まれるように、上枠７
２ａと下枠７２ｂとを備えた構成となっている。すなわち、横枠片７２を構成する上枠７
２ａと下枠７２ｂとの間の空間は、紙幣が移動する案内通路７７を形成しており、紙幣は
縦枠片７１と、この縦枠片７１に一体形成される横枠片の上枠７２ａ及び下枠７２ｂとの
間の空間に挿入される。
【００５９】
　したがって、紙幣の両サイドは、縦枠片１と、これに一体形成される横枠片の上枠７２
ａ及び下枠７２ｂとの間の継ぎ目のない空間（案内通路７７）に差し込まれるようになる
ため、挿入時に、紙幣挿入口５の部分において、紙幣の端縁の引っ掛かりが防止されて、
紙幣挿入口５への紙幣の挿入が容易となる。
【００６０】
　また、前記横枠片７２の内、上枠７２ａの上面側には、開閉部材２Ｂを閉じた際、開閉
部材２Ｂの下面が面接するようになっている。この場合、上枠７２ａは、紙幣の搬送方向
と直交する方向に所定の肉厚を有しており、開閉部材２Ｂの下面の突部と面接するように
凹所７２ｄが形成されている。また、下枠７２ｂは、紙幣の搬送方向と直交する方向に所
定の肉厚を有しており、図７及び図１０に示すように、紙幣搬送路３の表面と略面一（好
ましくは面一）に設置されるため、本体フレーム２Ａの紙幣搬送路３の表面には、下枠７
２ｂが設置されるように凹所２ｄが形成されている。
【００６１】
　上記したように、枠部材７０は、縦枠７１と横枠７２とが一体形成されることで、紙幣
挿入時に、紙幣が引っ掛からない構造となっており、横枠７２は、紙幣が移動するに際し
て、図９に示すように、上枠７２ａと下枠７２ｂとの間で案内通路７７を形成している。
このような構造においては、紙幣挿入口５の紙幣厚み方向の高さＨ（紙幣挿入口として露
出する開口の高さ；図３及び図９参照）は、枠部材７０における案内通路７７の紙幣厚み
方向の高さ（上枠７２ａと下枠７２ｂによって形成される案内通路７７のいずれかの位置
における開口高さｈ）よりも高く形成しておくことが好ましい。
【００６２】
　すなわち、枠部材７０は、その開口部分となる紙幣挿入口５を形成する高さＨが最も高
くなるように形成しておくことが好ましく、このような構成により、枠部材７０に対して
紙幣を挿入する際、紙幣挿入口５を規定する開口の高さが最も高くなっていることから、
紙幣の挿入が容易に行えるようになる。
【００６３】
　また、上記した枠部材７０は、端部に移行するに従い、次第に薄肉厚化しておくことが
好ましい。具体的には、図９に示すように、横枠片７２の上枠７２ａと下枠７２ｂは、端
部（前端７２Ａ，後端７２Ｂ）に移行するに連れて、各肉厚Ｔ１，Ｔ２が次第に薄肉厚化
されている。
【００６４】
　このような形状にすることで、上枠７２ａと下枠７２ｂには、夫々端部領域において、
傾斜面７７ａ，７７ｂ及び７７ａ´，７７ｂ´が形成される。紙幣が枠部材７０を通過す
る際に、薄肉厚化された部分、すなわち上記した傾斜面７７ａ，７７ｂ及び７７ａ´，７
７ｂ´に沿って移動して行くため、紙幣の移動がスムーズになって詰まり等を確実に防止
することができる。更には、紙幣は、そのような薄肉厚化された部分に沿って移動して行
くため、紙幣の端縁が損傷するようなこともない。
【００６５】
　なお、このような薄肉厚化される部分は、前端７２Ａ側のみでも良いが、上述したよう
に、紙幣は、紙幣挿入口に向けて搬送され、そこから排出されるケースもあるため、図に
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示すように、後端７２Ｂも薄肉厚化しておくことが好ましい。また、横枠片７２ａ，７２
ｂのみならず、縦枠片７１についても、同様に、端部に移行するに連れて次第に薄肉厚化
しておくことが好ましい（図８では、そのように薄肉厚化することで形成される傾斜面を
符号７１ａで示してある）。
【００６６】
　図３、図４及び図１１に示すように、枠部材７０の下流側には、上述したスキュー補正
機構１０を構成する一対の可動片１０Ａが位置している。この可動片１０Ａは、図１１に
示す開放位置から矢印方向（搬送路の中心方向）に駆動されて、その規制壁１０ａが紙幣
の側縁に当付いてスキューを補正する機能を備えている。
【００６７】
　この場合、可動片１０Ａの規制壁１０ａの上端には、搬送方向に沿って、搬送される紙
幣の長手方向側縁上を覆うように、天板１０ｂが一体形成されており、搬入される紙幣の
浮き上がりを規制して、紙幣が詰まらないようにしている。そして、このように構成され
る可動片１０Ａと、枠部材７０とは、図９に示すように、案内通路７７における排出部分
の高さ（後端７２Ｂにおける高さ）ｈ１が、可動片１０Ａの表面１０ｃと天板１０ｂとで
形成される紙幣の厚み方向の高さＨ１より低い関係となるように形成しておくことが好ま
しい。
【００６８】
　このように構成することで、紙幣を、枠部材７０の案内通路７７から、確実にスキュー
補正用の可動片１０Ａの天板１０ｂと表面１０ｃとの間に案内することが可能となる。
【００６９】
　なお、本実施形態では、上記したように、横枠片７２の上枠７２ａと下枠７２ｂを、端
部（前端７２Ａ）に移行するに連れて、肉厚が次第に薄肉厚化するように構成しているこ
とから、案内通路７７の高さは、図９に示すように、挿入口側から見て紙幣搬送方向に向
けて次第に低くなるように形成されている（紙幣厚み方向に沿って次第に高さが低くなる
傾斜面７７ａ，７７ａ´が形成されている）。また、スキュー補正機構側から見ても、同
様に、次第に案内通路の高さが低くなる傾斜面７７ｂ，７７ｂ´が形成されている。
【００７０】
　このような構成により、紙幣挿入口５から挿入された紙幣は、枠部材７０の案内通路７
７において、次第に押さえ付けられるように案内され、その後、可動片１０Ａに案内され
るため、紙幣が可動片１０Ａの天板１０ｂ部分に当たることがなくなって、より確実に紙
幣を可動片１０Ａに案内することが可能となる。
【００７１】
　なお、図４及び図５に示すように、本実施形態では、開閉部材２Ｂの裏面に、開閉部材
２Ｂを本体フレーム２Ａに閉じた際、一対の可動片１０Ａの夫々の天板１０ｂ間の空間に
入り込むようにして、傾斜突部２Ｅが形成されている。この傾斜突部２Ｅは、紙幣の挿入
方向に向けて次第に下降する第１傾斜案内面２ｅと、紙幣の排出方向に向けて次第に下降
する第２傾斜案内面２ｆとによって構成されており、紙幣がスキュー補正機構部分を移動
する際の紙幣の浮き上がりを、効果的に抑制している。
【００７２】
　すなわち、紙幣が装置内部に向けて移動する際には、上記した枠部材７０の傾斜面７７
ａ，７７ａ´、及び第１傾斜案内面２ｅ、更には、左右の可動片１０Ａの夫々の天板１０
ｂによって紙幣が確実に押さえ付けられて、浮き上がりが防止される。また、同様に、紙
幣が、紙幣挿入口５に向けて排出される際にも、第２傾斜案内面２ｆ、及び左右の可動片
１０Ａの夫々の天板１０ｂ、更には、上記した枠部材７０の傾斜面７７ｂ，７７ｂ´によ
って紙幣が押さえ付けられて浮き上がりが防止される。
【００７３】
　このように、上記した構成の枠部材７０を装着することで、紙幣が、紙幣挿入口５から
スキュー補正機構１０に向けて搬送される際、及びスキュー補正機構１０から紙幣挿入口
５に向けて搬送される際、紙幣が引っ掛かる可能性が低くなり、詰まり等が生じることが
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確実に防止されるようになる。
【００７４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上記した実施形態に限定され
ることなく、種々変形して実施することが可能である。上述した枠部材７０は、ロック機
構６０に関係なく、予め、紙幣挿入口５の両サイドに接着によって固定される構成であっ
ても良い。また、枠部材７０は、少なくとも、挿入される紙幣の側縁領域（紙幣側部の上
面、下面、長手方向の側縁）の周囲を、全て一体形成されて隙間のない同一部材によって
案内できるように構成されていれば良く、紙幣の案内通路７７の形状、本体フレーム２Ａ
に対する装着方法等については、適宜変形することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、上記した実施形態の紙幣処理装置に限らず、クーポン券のような紙葉類が挿
入されたことで、商品やサービスが提供される各種の紙葉類処理装置に組み込むことが可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】紙幣処理装置の構成を示す図であり、全体構成を示す斜視図。
【図２】開閉部材を装置本体の本体フレームに対して開いた状態を示す斜視図。
【図３】挿入口から挿入される紙幣の搬送経路を概略的に示した右側面図。
【図４】開閉部材を装置本体から取り外した状態を示す右側面図。
【図５】紙幣搬送機構を駆動するための駆動源及び駆動力伝達機構の概略構成を示す左側
面図。
【図６】紙幣収容部に配設される押圧板を駆動するための動力伝達機構の概略構成を示す
図。
【図７】紙幣挿入口に設置される枠部材の装着方法を示す斜視図。
【図８】枠部材の構成を示す斜視図。
【図９】枠部材の構成、及び枠部材とスキュー補正機構の可動片の関係を示す側面図。
【図１０】枠部材を装着した状態と、開閉部材のロック機構の構成を示す斜視図。
【図１１】枠部材とスキュー補正機構の可動片の関係を示す斜視図。
【符号の説明】
【００７７】
１　紙幣処理装置
２　装置本体
２Ａ　フレーム
２Ｂ　開閉部材
３　紙幣搬送路
３Ａ　第１搬送路
３Ｂ　第２搬送路
５　紙幣挿入口
６　紙幣搬送機構
８　紙幣読取手段
１０　スキュー補正機構
１０Ａ　可動片
１０ｂ　天板
６８　係止ピン
７０　枠部材
７１　縦枠片
７２　横枠片
７２ａ　上枠
７２ｂ　下枠
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